
象な意見を通して，開発者にとってのモチベーションの維持・向上につながると思わ

れる．

⚫ 本チームでは，ユーザビリティテスト用のテスト流れが記載された紙を用意したこと

により，テスト参加者が実行すべきタスクのゴールを把握して，テストを実施できて

いた．

⚫ 同室にテスト参加者 人対して，複数のメンバーが観察するテストになってしまい，

プレッシャーを与えるテストになってしまった．

⚫ テストした部屋の室温が高すぎてしまい，テスト参加者のタスクに対する判断力が失

われてしまったことが，テスト参加者からのヒアリングした結果で確認できた．テス

トを実施する際は，テスト環境が与える影響を考慮して，テスト環境を構築したほう

が良い．

ままととめめ・・謝謝辞辞

各々のユーザビリティテスト演習を通じて得られた“今後ユーザビリティテストをする

際のポイント”は以下のとおり．

【準備】

⚫ テストの目的・スピード感に応じて，最適な手法を選定する．

⚫ テスト参加者にはテスト資料配布・事前説明等を行い，ユーザビリティテストのゴー

ルを明確に伝える．またテスト資料や事前説明が過剰・不十分だと，テスト結果に悪

影響を与えるので注意する．

⚫ テスト環境は環境が与える影響を考慮して，製品・サービスを使用する想定と近い環

境を構築する．

【テスト時】

⚫ 対面の評価ヒアリングに加え，非対面での意見収集も実施・取得をする．

⚫ モデレータとテスト参加者が多人数対 にならないよう配慮し，テスト参加者が落ち

着いてテストできる環境下でテストを行う．

【意見収集】

⚫ ユーザビリティテストは修正点・改善点だけではなく，好印象な部分・良かった点も

意見収集する．

最後に，１年の活動を通じて， デザインプロセスを学ぶと共に， デザインの重要

性を改めて再確認することができた．今後自身の業務において，本活動で学んだ デザ

インのプロセスを積極的に活用していきたいと考えている．

活動の中で実施してきた，“他コースとの合同開催や意見交換”，“事務局の方々のご協

力”を通じて，有益な情報・知見・気づきを多々得ることができた．ご協力いただいたコ

ースの指導者・研究員の方々，事務局の方々に感謝する．

参参考考文文献献

金山豊浩，多田幸翁，福山朋子，篠原稔和，中山利宏，ターゲットユーザを明確にす

るためのペルソナ手法の実践と課題抽出，

川西裕幸，栗山進，潮田浩， デザイン入門，

策定部会，ソフトウェア品質知識体系ガイド 第 版 ，

，

付付録録

テテーーママブブレレスストト

図図 ．．テテーーママブブレレスストト時時ののアアウウトトププッットト（（ 法法））

スストトーーリリーーボボーードド（（合合宿宿ににてて））

図図 ．．スストトーーリリーーボボーードドにによよるるココンンセセププトトのの創創出出
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アアンンケケーートト職職人人

最初のステップとしてユーザ調査による現状の利用文脈やユーザ体験を把握する．そこ

から得られた情報を基にニーズなどを整理し，コンセプトデザインを行った（図 ．ユー

ザ調査から コンセプト作成までのプロセス）

図図 ．．ユユーーザザ調調査査かからら ココンンセセププトト作作成成ままででののププロロセセスス
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アアンンケケーートト職職人人

最初のステップとしてユーザ調査による現状の利用文脈やユーザ体験を把握する．そこ

から得られた情報を基にニーズなどを整理し，コンセプトデザインを行った（図 ．ユー

ザ調査から コンセプト作成までのプロセス）

図図 ．．ユユーーザザ調調査査かからら ココンンセセププトト作作成成ままででののププロロセセスス

創出したコンセプトや機能を基に，プロトタイプを作成した．作成においては の

プロトタイピングツールである を使用している．

図図 ．． 画画面面

機能の一つである“アプローチ機能”は，アンケート結果から連絡が必要そうな回答者

を“アプローチ候補”としてリストアップしてくれるイメージである（図 ．アプローチ

機能画面）各行の右側には，電話・メール・ショートメッセージといった連絡手段が配置

され，内容を基にシームレスに連絡が可能となる．

図図 ．．アアププロローーチチ機機能能画画面面
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ユーザビリティテストの結果，下記のような気付きや改善点を得ることができた．

図図 ．．アアンンケケーートト職職人人・・ユユーーザザビビリリテティィテテスストト結結果果

なお，ここまでのアウトプットはいずれも 上に集約することで，各プロセスの

アウトプットやその過程で考えたことなどを全て纏めている． デザインにおいては，各

プロセスを通じて一貫した考え方やコンセプトを保つことが大事であると考える．情報の

集約場所を一箇所に纏めることにより，一貫性のある デザインの一助となっている．

図図 ．． のの俯俯瞰瞰イイメメーージジ
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